
( 事業場No. )

・

㎡ ㎡

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

備　　考
令和5年7月7日基準不適合範囲面積変更（100.0㎡→0㎡）、令和6年9月2日誤記訂正等（訂正契機、土地の措
置又は改変の実施者、汚染土壌の処理方法 等）、令和7年3月7日追記（法に基づく区域指定状況）

土壌の汚染状況

報告受理年月日 月 適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

令和5年1月11日 鉛及びその化合物 含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準 ランドソリューション(株)

令和5年1月11日 六価クロム化合物 含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準 ランドソリューション(株)

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

当該土地が第54条第３項第１号に該当する場合は、その旨

当該土地が第55条第３項に該当する場合は、その旨

当該土地が土壌汚染対策法の規定に基づき要措置区域又は形質変
更時要届出区域に指定された区域を含む場合は、その旨

形質変更時要届出区域（指－1407号）
　※詳細は、東京都環境局の「土壌汚染情報の公開」サイトでご確認ください。

(調査範囲)

汚染状況調査の方法に関する特記事項

当該土地において講じられた健康被害の防止又は周辺地下水
汚染拡大の防止のための措置がある場合は、その内容

立入禁止（調査報告時）、土壌汚染の除去（掘削除去）

当該土地に第122条第１項第２号の土壌がある場合は、その旨
（汚染の原因が水面埋立材に由来する場合は、その旨）

工場又は指定作業場の名称
（土地の改変に係る事業の名称）

コンドルタクシー株式会社
（令和５年１月10日廃止）

面積 0
 基準不適
 合範囲

3,263.78

所在地 練馬区桜台三丁目９番７、同番８、同番18、同番19 （地番） 練馬区桜台三丁目９番８号 （住居表示）

訂正年月日・契機
令和5年6月13日・第116条の３第１項、令和5年7月18日・第116条の３第３項、令和6年9月2日・誤記訂正等、令和7年3月7日・
追記

（環境確保条例第118条の２　参考様式）

土壌汚染情報公開台帳
KJ-123-008

整理番号 １２０－０００５ 調製年月日・契機 令和5年2月7日 第116条第１項第１号

整理番号120-0005 1/2 （添付書類含まず）



有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

汚染土壌の処理方法

令和5年5月9日
令和5年6月14日 土壌汚染の除去（掘削除去） 三信住建(株) 有・無 分別等処理施設

(令和5年5月22日)

土地の措置又は
改変状況

届出(着手)時期 完了時期 土地の措置又は改変の種類 実施者 土壌搬出

有・無

地下水の汚染状況
（対象地境界）

適合・地下水基準・第二地下水基準

適合・地下水基準・第二地下水基準

地下水の汚染状況

報告受理年月日 特定有害物質の種類 適合又は適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

令和5年1月11日 － 適合・地下水基準・第二地下水基準 ランドソリューション(株)

適合・地下水基準・第二地下水基準

整理番号120-0005 2/2 （添付書類含まず）
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練馬区桜台三丁目9番7

9番19
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要管理区域

凡  例

調査対象地

単位区画

支　点

格子の回転角度【74度32分14秒】

格子の回転角度は、支点を通り、東西方向及び南北

引いた線により構成されている格子を、支点を中心

として、右回りに回転させた角度を示す。

筆境界

別 図

方向に引いた線並びにこれらと平行して10ｍ間隔で
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1．計画の概要

2．施工フロー図

3．施工業者

　ランドソリューション株式会社
　東京都港区北青山1-3-6 SIビル青山３F
　連絡先　03-5412-6700

対策方法 全量掘削除去

措置の方法・施工計画

対策面積 100.0㎡
汚染土量 60.0 

完了確認 測量及び写真撮影による出来形確認、地下水確認を実施

汚染土搬出先
 愛知県瀬戸市山路町87番3、118番1
株式会社 東立テクノクラシー 瀬戸事業所(分別等処理施設)

工事工期 令和5年5月22日から令和5年6月24日まで

土壌の掘削

掘削出来形確認

地下水確認

既存基礎解体

準備工
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4．工事の施工方法・手順

・準備工

・掘削工

・埋戻し工

・地下水確認

・既存基礎解体
地下水確認ののち、既存基礎の解体を行う。

現地測量により、対策範囲を明示する。
資機材の搬入、走路の作成等を行う。

対策範囲内の土壌掘削は、掘削深度を測量機器によって確認しながら実施する。掘削した土壌は、直接ダン
プトラックへ積込む。
　使用する重機は0.25ｍ3級バックホウを基本とし、狭隘部または立坑内にあってはミニバックホウおよび人力掘
削併用にて掘削除去を行う。
  汚染土壌を掘削する際支障となる地下構造物がある場合は、周囲の汚染土壌を堀上げ、付着している汚染土
壌を人力で払い落としたのち解体する。解体の際は大きな振動騒音を発生させないように注意して施工する。
　掘削終了後、所定の寸法、所定の深度まで掘削した事を、出来形写真で記録する。
※掘削範囲は地下水位より上方である。

本対策工事では埋戻しは行わない。

土壌溶出量基準超過区画に関しては出来形写真記録後、観測井戸を設置し、基準不適合の物質の水質を
測定し、地下水汚染のない状態であることを確認する。
　観測井戸は恒久的な観測井を設置せず、ボーリング孔内にスクリーンを取り付けたケーシングを挿入し、一時
的な採水井戸とする。
　なお、地下水流行は南から北である。

A1-3

対象区画 対象物質

六価クロム化合物

起点A

1

2

3

B C

整備工場

車庫

車庫

車庫

地下ﾀﾝｸ

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

倉
庫

LPｶﾞｽ

道 路

道 

路

７４度３２分１４秒

地下水確認位置

地下水流行

凡例

地下水採取位置図
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１．汚染拡散防止工事に関する周辺住民へのお知らせ掲示板を設置する。

２．粉じん等の飛散を防止するため、適宜散水を実施する。

３．汚染土壌を場外搬出する際は、場内にて運搬車両の洗車を行う。

４．汚染土壌の運搬の際には荷台のシート養生を行い、飛散の防止に努める。

５．掘削時に水が発生した場合は、関係機関と協議の上、関係法令などを遵守して排水する。

措置実施中の環境保全対策
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１　運搬フロー図

陸運①：株式会社 東立テクノクラシー

荷姿：ダンプトラック＋シート掛け

海運：株式会社 東立テクノクラシー

荷姿船舶+ハッチカバー

陸運②：株式会社 東立テクノクラシー

荷姿：ダンプトラック＋シート掛け

処理施設：株式会社 東立テクノクラシー 瀬戸事業所
愛知県瀬戸市山路町87番3、118番1

種類：分別等処理施設
処理方法：異物除去、含水率調整
許可番号：第02310010003号

２　運搬体制
運搬受託者：株式会社 東立テクノクラシー

 汚染土壌の運搬方法を示した図面

要措置区域等
　練馬区桜台三丁目9番7の一部(地番)
基準不適合土壌を搬出する場所
　練馬区桜台三丁目9番7の一部(地番)

鉛汚染土壌(含有量基準超過)
六価クロム(溶出量基準超過)

積替・保管施設①：日興サービス株式会社川崎事業所
神奈川県川崎市川崎区大川町1ー10

積替・保管施設②：愛知海運 株式会社　八号地現業所
名古屋市港区船見町57番地地先
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１．対応方針

２．地下水汚染拡大時の対応手順

施工中に地下水汚染の拡大が確認された場合の対応方法

　掘削は地下水が無いことを確認しながら行うが、地下水位に異常が見られた場合は工事を中断すると
ともに、速やかに水質測定を行い、地下水汚染が確認させた場合は、原因究明を行うとともに汚染拡大
防止のために適切な対策を講ずる。対策終了後、考えられる原因とその根拠及び汚染の拡散が確認さ
れた結果を報告書として取りまとめる。

①地下水汚染の拡大が確認された場合は直ちに、掘削作業を中止する。
②指定区域周辺にシートパイルを準不透水層まで打設し、地下水汚染の拡大を防止する。
③汚染の拡大が確認された地点より地下水流向下流側に揚水井戸を設け、地下水の揚水を行う。な
お、揚水した地下水については、関係機関と協議の上、関係法令等を遵守して排水する。
④上記応急処置が完了したのち、原因究明を行い、対策工を実施したのち掘削を再開する。
⑤掘削完了後地下水汚染が確認された範囲の地下水の水質の測定を行う。

起点A

1

2

3

B C

整備工場

車庫

車庫

車庫

地下ﾀﾝｸ

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

倉
庫

LPｶﾞｽ

道 路

道 

路

７４度３２分１４秒

凡例

調査対象地

10m単位区画

30m格子

形質変更時要届出区域

調査対象地

10m単位区画

30m格子

形質変更時要届出区域

揚水井戸

地下水流行

シートパイル
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績

内
容

変
更

変
更

理
由

有
無

解
除

手
続

き
中

、ま
た

は
掘

削
除

去
後

の
2年

間
地

下
水

モ
ニ

タ
リン

グ
中

解
除

手
続

き
中

、ま
た

は
掘

削
除

去
後

の
2年

間
地

下
水

モ
ニ

タ
リン

グ
中

そ
の

他
（

備
考

欄
に

詳
細

を
記

入
す

る
こ

と）
そ

の
他

（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

す
る

こ
と）

備
考

目
視

に
よ

り地
下

水
位

の
観

測
備

考
目

視
に

よ
り地

下
水

位
の

観
測

埋
戻

し
土

壌
の

品
質

管
理

掘
削

土
の

仮
置

き
・埋

戻
し

掘
削

土
の

仮
置

き
・埋

戻
し

無

同
一

契
機

で
の

土
壌

調
査

（当
該

区
域

に
お

い
て

指
定

を
受

け
る

に
至

った
土

壌
汚

同
一

契
機

で
の

士
壌

調
査

（当
該

区
域

に
お

い
て

指
定

を
受

け
る

に
至

った
土

壌
汚

染
状

況
調

査
）に

お
い

て
基

準
適

合
が

確
認

さ
れ

た
土

壌
に

よ
り埋

め
戻

す
。

染
状

況
調

査
）に

お
い

て
基

準
適

合
が

確
認

さ
れ

た
土

壌
に

よ
り埋

め
戻

し
た

。
区

域
間

移
動

し
た

土
壌

に
よ

り埋
め

戻
す

（
埋

立
地

特
例

区
域

、自
然

由
来

特
例

区
域

間
移

動
し

た
土

壌
に

よ
り埋

め
戻

し
た

（
埋

立
地

特
例

区
域

、自
然

由
来

特
区

域
）

。
例

区
域

）
。

飛
び

地
間

移
動

し
た

土
壌

に
よ

り埋
め

戻
す

。
飛

び
地

間
移

動
し

た
土

壌
に

よ
り埋

め
戻

し
た

。

平
成

31
年

環
境

省
告

示
第

6
号

に
基

づ
く分

析
で

基
準

適
合

を
確

認
し

た
土

壌
に

平
成

31
年

環
境

省
告

示
第

6
号

に
基

づ
く分

析
で

基
準

適
合

を
確

認
し

た
土

壌
に

よ
り埋

め
戻

す
。

よ
り埋

め
戻

し
た

。
同

一

契
機

の
地

歴
調

査
に

よ
り汚

染
の

お
そ

れ
が

無
い

こ
とが

確
認

さ
れ

た
場

内
土

に
同

一

契
機

の
地

歴
調

査
に

よ
り汚

染
の

お
そ

れ
が

無
い

こ
とが

確
認

さ
れ

た
場

内
土

に
よ

り埋
め

戻
す

。
よ

り埋
め

戻
し

た
。

．
 

該
当

な
し

（
掘

削
を

行
わ

な
し邁

｝合
、埋

戻
し

を
し

な
い

場
合

、今
後

予
定

し
て

い
る

新
築

等
別

工
事

の
際

に
埋

戻
し

を
行

う
場

合
）

．
 

該
当

な
し

（
掘

削
を

行
わ

な
い

場
合

、埋
戻

し
を

し
な

い
場

合
、今

後
予

定
し

て
い

る
新

築
等

別
工

事
の

際
に

埋
戻

し
を

行
う

場
合

）

そ
の

他
（

備
考

欄
に

詳
細

を
記

入
す

る
こ

と）
そ

の
他

（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

す
る

こ
と）

備
考

備
考

完
了

確
認

汚
染

状
態

の
変

更
汚

染
状

態
の

変
更

無

舗
装

厚
等

の
検

尺
写

真
及

び
断

面
図

（
含

有
量

基
準

超
過

が表
層

に
残

置
さ

れ
舗

装
厚

等
の

検
尺

写
真

及
び

断
面

図
（

含
有

量
基

準
超

過
が表

層
に

残
置

さ
れ

る
場

合
）

る
場

合
）

●
交

付
者

に
よ

る
管

理
票

の
確

認
●

交
付

者
に

よ
る

管
理

票
の

確
認

,,
 

●
写

真
●

写
真

．
．
 

,
. 

●
検

尺
に

よ
る

出
来

形
確

認
●

検
尺

に
よ

る
出

来
形

確
認

地
下

水
の

モ
ニ

タ
リン

グ
地

下
水

の
モ

ニ
タ

リン
グ

土
壌

分
析

（
原

位
置

浄
化

時
の

チ
ェッ

ク
ボ

ー

リン
グ

）
土

壌
分

析
（

原
位

置
浄

化
時

の
チ

ェッ
ク

ボ
ー

リン
グ

）

●
そ

の
他

（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

す
る

こ
と）

●
そ

の
他

（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

す
る

こ
と）

．、

備
考

地
下

水
1回

確
認

備
考

地
下

水
1回

確
認

汚
染

土
搬

出
先

搬
出

先
①

搬
出

先
①

無

施
設

名
称

（悧
東

立
テ

ク
ノク

ラ
シ

ー

瀬
戸

事
業

所
施

設
名

称
（悧

東
立

テ
ク

ノ
ク

ラ
シ

ー

瀬
戸

事
業

所

所
在

地
愛

知
県

瀬
戸

市
山

路
町

87
番

3,
11

8番
1

所
在

地
愛

知
県

瀬
戸

市
山

路
町

87
番

3,
11

8番
1
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実
施

内
容



汚
染

拡
散

防
止

対
策

計
画

範
囲

74
度

3
2

分
14

秒

A
道

路
B

c

量 0 : 4 5

- 8 7鉗 有 5． 含 6 -
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一 ナ 〇 ―一 ー ， /ゞ , T
rn
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m
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一 深 表 ．

V  0  1  ｛•  
掘 削 ． 搬 出 範 囲

12
.0

m
 

<
 

<
 

ご
.O

m
く

く
I 

I
』

i地L
P下ll

v
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水
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メ e 4 、 . ＂ , - . . . 、 ． し ・ · L- 1 9 1 1 1 -
整

備
工

場

ー

調
査

対
象

地

□
10

m
単

位
区

画

□
30

m
格

子

■
l 

形
質

変
更

時
要

届
出

区
域

□
土

地
の

形
質

を
変

更
し

た
場

所
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